
担当課室 学校健康教育課

予算額(補正後）

上位政策

学校健康教育課長
松川憲行

103 1

84 106

健やかな体の育成及び学校安全の推進

関係する計
画、通知等

―

・学校保健法等の一部を改正する法律案に対する附
帯決議（平成２０年６月１０日参議院文教科学委員
会）
・教育振興基本計画（平成２０年７月１日閣議決定）

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

スクールヘルスリーダー派遣事業

スポーツ・青少年局

一般会計

担当部局庁

執行額 ―

・都道府県、政令指定都市教育委員会へ委託

・委託先である都道府県教育委員会・政令都市教育委員会から提出された事業完了報告書や成果物により、事業内
容や経費の執行状況について確認を行っている。また、必要に応じ実地調査を実施している。

・実地調査においては、経費の適切な執行の確認をするとともに、委託先である都道府県教育委員会の事務担当者か
ら、本事業の要望等を適宜聴取している。

総事業費(執行ベース) ―

１．全国連絡協議会の開催（本省実施）
２．委託事業の実施（40道府県・11政令指定都市）

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

0― 103

19年度 20年度 21年度

84 106

22年度 23年度要求

補
　
記

自
己
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検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

１．事業評価の観点 ：   この事業は、子どもたちが抱える現代的健康課題に適切に対処できる環境を整備することを目的に、経
験の浅い養護教諭の１人配置校や養護教諭の未配置校に退職養護教諭を派遣し、多様化する健康課題への対応についての指
導助言を行うなどの取組みを行い、その成果や課題を全国に普及するモデル事業である。

２．所　　　　　見 ： ①本事業は、平成２２年度予算において、モデル事業としてその主要な部分を廃止・補助事業化しつつ、残る全
国連絡協議会の開催等事務的経費を計上しているものであるが、事業規模が少額であり、既存事業との統合による効率化を一
層図ることにより、単独事業としては廃止すべきである。
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　21年度は他事業から流用しているため、執行率が100%を超えている。

・教育委員会への委託は平成２１年度限りで、２２年度から学校・家庭・地域の連携協力推進事業（補助事業・生涯学習
政策局計上）へ統合。
・全国連絡協議会の開催経費については、２２年度も引き続き本省執行とし、２１年度の執行状況を点検・確認した上で
必要に応じて見直す。

事業番号 0085

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成２０年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　子どもたちの多様化した心身の健康課題に対応するため、養護教諭の果たす役割が今まで以上に期待されている
が、大半は養護教諭一人配置校や未配置校であることから対応が十分とはいえない。そのため、経験豊かな退職養護
教諭を未配置校等へ派遣し、子どもたちが抱える現代的健康課題に適切に対処できる環境を整備する。

執行率 ― 81.8% 103.3%

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　経験の浅い養護教諭の１人配置校や養護教諭未配置校に、退職養護教諭を「スクールヘルスリーダー」として派遣
し、メンタルヘルスなど多様化する現代的な健康課題への対応についての指導助言を行うなどの支援を行うほか、学
校における問題点や効果的な対応方策等について情報交換をするため、スクールヘルスリーダー・学校三師（学校医、
学校歯科医、学校薬剤師）・行政関係者等から構成される連絡協議会を設置する。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

【公募・委託】

スクールヘルスリーダー派遣事業

文部科学省
１０６百万円

Ａ．スクールヘルスリーダー派遣事業
：１０６百万円

教育委員会（計５１機関）

職員旅費等　 ０．４百万円　を含む

スクールヘルスリーダーを対象校へ派
遣し、児童生徒の健康課題に対する実
務指導や、地域の関係機関との連携方
法などに対する指導助言を行った。

経験豊かな退職養護教諭を養護教諭未
配置校等へ派遣し、校内での研修や個
別の対応が求められる子どもへの対応
方法等について指導等を実施し、子ども
たちが抱える現代的健康課題に適切に
対処できる環境を整備する。



0計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 0 計

B. F.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0計 8.0 計

その他 トナーカートリッジ、コピー用紙等 0.1

諸謝金 派遣に対する謝金 6.0

旅費 派遣に対する旅費 1.9

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

費　目

Ａ．北海道教育委員会. E.



Ａ：スクールヘルスリーダー派遣事業

支出先 支出額(百万円）

1 北海道教育委員会 8

2 長崎県 6

3 千葉県教育委員会 5

4 愛知県教育委員会 5

5 福島県教育委員会 5

6 静岡県教育委員会 5

7 兵庫県教育委員会 4

8 大阪府教育委員会 4

9 佐賀県教育委員会 4

10 愛媛県 3

…その他 58

106

※表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計は一致しない。

「複数支出先ブロック」の支出先一覧（上位10機関）

合計
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